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１０・成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 
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備考  ・研究成果を論文等で発表される場合、以下の形式の文章を謝辞等に記載して下さい。 
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８．研究実績報告 
電磁場の時間変化を追うことによって、地下間隙水の流動（流動電位）、応力の変化（ピ

エゾ磁気効果）、温度構造の変化（熱磁気効果）が捉えられ得る。また、電気伝導度構造

の決定や時間変化を捉えることは、岩石の様々な物理的性質（特に水、メルトの含有率や

温度）の分布とその変化を明らかにすることにつながる。本研究では、地殻活動に伴う電

磁気現象発現機構の解明を図り、力学的観測からだけでは得られなかった地殻内流体の移

動を伴った新しい地殻活動イメージの構築をめざすものである。 

今年度は、伊豆半島地域や北海道東部地域等での電磁気観測において自然電位や地磁気

変換関数の変化が観測されている。これらの変化が地殻活動起源であることを、実験やモ

デルの構築も含めて検証することを目標とした。 
北海道においては東部地域において長基線及び短基線の電場観測、フラックスゲート磁

力計観測による磁場変換関数の変動、プロトン磁力計による全磁力観測を継続して、地震

発生に関連する電磁場変化の検出を試みている。平成 17 年度は、1996 年からの全てのデ

ータを見直し、整理するとともに、電場と磁場とのデータから各観測地点の見かけ比抵抗

を求め、その変化を検出する研究を開始した。また、2003 年十勝沖地震の震源地域上にあ

るえりも地域において実施した広帯域 MT および長周期 MT 法に構造探査のデータも

BIRRP 法を用いた見掛け比抵抗を導出し、構造解析を継続している。 
また、VＨＦ帯電波の地震に伴う伝播異常の発生地点を特定する観測を充実させるために、

道東の厚岸、根室、弟子屈での観測点を相互に電波の送信、受信を行う観測点を設置した。

その中でも、日高山脈中部に起きる M５クラスの地震が、広尾の発振局の電波をえりもで

観測した場合、10 日から数日前にかけて伝搬異常が観測された。 
 伊豆諸島、伊豆半島および東海地域においては、プロトン磁力計による全磁力群列観測、

直流法比抵抗観測、長基線の面的電場観測を継続して、隆起・群発活動に伴う異常変化の

検出につとめた。このうち、伊東市奥野で行っている直流法を用いた比抵抗連続観測（毎

日夜 1:00-2:00 に測定）については、昨年度中に、2004 年 4 月 24 日から 5 月 2 日にかけて

おこった群発地震に 1 週間程度先行して比抵抗が低下するという現象が捉えられていたが、

データのばらつきが大きく信頼性が高くなかった。その一つの原因として、送信電流の変

動が考えられたため、電流を測定する機能を付加した。しかし、それが原因で、しばしば

故障を繰り返し、2005 年度末の時点で、観測は中止している。このほか、伊豆大島におい

て磁場変動を精密に検知したり、長基線地電位差観測の参照磁場データを得るため、火口

北東部に３成分磁力計を設置し、連続モニターを開始した。 
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